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１ 自主・協働による取り組みの促進（参画） 

 環境教育・環境学習の推進 

 ①環境について学ぶ場の提供 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実積 

身近にある自然を体験学習

の場として利用できるよう

な仕組みを構築する 
農政室 棚田保全事業 

坂本棚田野上がりまつりを支援し、

都市住民との交流を通じて、里山に

対する意識啓発に努める。（来場者

2,000 人） 

○ → → → → 
６月４日に第６回坂本棚田野上がりまつりを開催し、約１０００人の来場

者がありました。 

  環境保全対策室 環境再生事業 環境再生事業地を整備する。 ○      

  

環境森林保全室 
森林公園整備・活

用事業 

加太梶ケ坂地内の市有林を森林公園

として整備する。 
 △ ○ → → 

平成１９年度の整備構想・計画策定のため、市総合環境研究センター、市

環境審議会への説明を行い、地元委員会及び環境市民大学院生による現地

調査・検討会を開催しました。 

  

環境保全対策室 環境再生事業 
亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
 ○ → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。７

月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０人程

の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に稲刈り

体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いました。 

廃棄物対策室 
自然環境ふれあい

ゾーン事業 

職員、シルバーによる草刈及びポン

プの運転管理など、自然環境ふれあ

いゾーンを維持管理する。 

○ → → → → 
職員で日常的に管理しているほか、シルバーによる草刈りを１回実施しま

した。 

建築住宅室 
公共建築物の建設

及び維持修繕 

学校施設への生物の生息空間の創出

など施設担当室が事業化するときの

技術援助を行う。 

○ → → → → 
平成１８年度は、施設へ生物の生息空間を創設する案件はありませんでし

た。 

学校や公共施設に、生物の生

育・生息空間を創出する 

教育総務室     ▲    

総合環境センターを見学会

等の場として積極的に提供

する 

廃棄物対策室 
総合環境センター

見学会 

小中学校の環境学習、行政視察等依

頼があれば受入れる。 
○ → → → → 

教育の一環として小学生の見学を受け入れました（９件）。行政視察等依

頼があれば受け入れました（６件）。 

  
学校教育室 学校行事の把握 

小学校 3 年、4 年の総合学習の一環

で総合環境センターを見学する。 
○ → → → → 小学生の見学を受け入れました（９件）。 

【記号の意味】 

▲ 当該年度以降で検討 

△ 検討 
○ 実施（検討含む。） 

→ 継続 
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環境教育・環境学習の拠点づ

くりを進める 環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

総合環境研究センターを設置し、拠

点づくりを行う。 
○          

環境対策に積極的に取り組

む事業所を見学会等の場と

して公開されるよう促す 

環境保全対策室 
エコ･スタンプラ

リー事業 

各事業所を環境の見学会の場とし、

それぞれの事業所を回るスタンプラ

リーを行う。 

    ▲     

 

  産業・観光振興

室 
        ▲     

 

 

  

 ②環境について学ぶ機会の充実 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 環境再生事業 
亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
 ○ → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。７

月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０人程

の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に稲刈り

体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いました。 

まちづくり推進

室 

自然の森公園整備

事業 

公園整備の調査・研究のため、自然

に親しむイベント（自然観察会）を

年１回開催する。 

○ → → → → 
１１月２６日に開催（自然観察、クラフト）し、３８名の参加がありまし

た。 

身近な自然を活用した体験

学習や自然観察会などの実

施を促進する 

生涯学習室 
青少年健全育成推

進事業 

子どもたちに『平成子ども亀山検地』

で亀山市の環境の現状や変化も体感

してもらう。 

○ → → → → 
１１月１８日から１９日に観音山をフィールドに関ロッジで実施しまし

た。 

個人、市民団体、事業者の活

動発表会や講演会の実施、環

境に関する講座やシンポジ

ウムの開催する 

環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

総合環境研究センターを設置し、拠

点づくりを行う。 
○      

  環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

環境市民大学及び大学院を開講す

る。 
○ → → →   

６月から環境市民大学院で６ゼミを開催しており、４３人が参加しまし

た。第２期環境市民大学を平成１８年９月から平成１９年１月にかけて計

５回開講し、６４人（延べ２１０人）が受講しました。 
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環境保全対策室 

総合環境研究セン

ター事業 

環境に関するシンポジウム等を開催

する。         
○      

関連図書の充実を進める 
図書館 図書選定 

年間購入書籍の枠内で環境関係書籍

を購入数を増やす。 
○ → → → → 

年間購入書籍の枠内で環境関係書籍を継続購入しています。（狭義の環境

関連冊数１２冊、広義の自然科学分野６８冊） 

三重県環境学習情報センタ

ーの活用など、国や県の実施

する事業も有効に取り入れ

る 

学校教育室 小中学校 

全校で学校環境デーに環境に関する

学習、啓発・奉仕等体験活動を実施

する。 

○ → → → → 全校で学校環境デーにあわせて環境活動を実施しました。 

  

環境森林保全室 

地球温暖化防止地

域推進計画策定事

業 

「みえのエコポイント」の参加世帯

数を増やす。 
○ → →   ７５８世帯が参加し、うち報告数２３０世帯からの提出がありました。 

各学校においては、6月 5 日

の「環境の日」を「学校環境

デー」として創意工夫ある実

践や、総合学習の時間を活用

した環境学習を推進する 

学校教育室 
小中学校 

 

全校で学校環境デーに環境に関する

学習、啓発・奉仕等体験活動を実施

する。 

○ → → → → 全校で学校環境デーにあわせて環境活動を実施しました。 

  
学校教育室 

亀山市学校教育ビ

ジョン策定事業 

環境教育を含んだ亀山市学校教育ビ

ジョンを策定する。 
○ →    

学校教育ビジョンを策定し、概要版を小中学校の全保護者に配布しまし

た。 

  

各幼稚園 年長保育指導ほか 

「幼稚園児への環境教育取り組み一

覧表」を作成し、その項目に記載の

取り組みを実施する。 

○ → → → → 

年間を通じ、継続して実施しました。水を大切に使ったり、廃材を使って

いろいろな遊びがあることを知らせたりして、物や資源を大切にする教育

をするなど、３３の教育項目に沿って園児に環境教育をしました。また、

保護者への啓発にも心がけました。 

  

各保育園 年長保育指導ほか 

「保育園児への環境教育取り組み一

覧表」を作成し、その項目に記載の

取り組みを実施する。 

○ → → → → 年間を通じ、保護者にも啓蒙しながら継続して実施しました。 

「学校環境ＩＳＯ推進事業」

により、環境省が実施してい

る「こどもエコクラブ」への

加入促進を図る 

学校教育室 
学校環境ＩＳＯ推

進事業 

小学校１１校４年から６年まで及び

中学校３校１年～３年でこどもエコ

クラブに加入する。 

○      

 

 

 

 

 



 

-
9
3
-

 ③人材の育成・確保 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

市民参画協働室 協働の指針の策定 
環境ボランティア登録制度を含めた

協働の指針を策定する。 
 △ ○   １０月から１２月にかけて、各室の協働事業の実態調査を実施しました。

体験学習などの環境教育現

場を補助できるよう、ボラン

ティア登録制度を確立する

（登録数） 環境保全対策室 環境保全一般 
三重県環境学習情報センターと共催

し、環境講演会を開催する。 
 ○ → → → 

１１月１１日に三重県環境学習情報センターと共催で環境講演会を開催

しました。 

  

市民サービス室 
みどりの少年隊活

動業務 

緑化の教育活動のサポート支援を行

っていく。 
○ → → → → 

指導者と協力して、亀山市内に「みどりの少年隊」を増やす課題の検討及

び平成１９年度より、事務局を鈴鹿森林組合内の林業研究会に移転する方

向で協議しました。 

環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

環境市民大学及び大学院を開講す

る。 
○ → → →  

６月から環境市民大学院で６ゼミを開催しており、４３人が参加しまし

た。第２期環境市民大学を平成１８年９月から平成１９年１月にかけて計

５回開講し、６４人（延べ２１０人）が受講しました。 

環境教育にあたる人材につ

いては、地域の子どもからお

年寄りまで幅広い世代から

育成できるよう努める 

  
生涯学習室 

中央公民館活動推

進事業 

中央公民館による公民館講座に、環

境をテーマとした講座メニューを開

設し、開講する。 

○ → → → → 
６月２２日、８月４日、９月４日に中央公民館による公民館出前講座に、

地球温暖化対策をテーマとした講座メニューを３講座実施しました。 

三重県の環境人材データベ

ースの活用など、県の実施す

る事業も有効に取り入れる 
生涯学習室 生涯学習推進事業 

生涯学習人材バンクを整備し、環境

部門における講座等での活用する。 
△ ○ → → → 

環境をテーマにした講座等の開催について、市民からの要請がなく、講座

としての実績はありません。 

  
環境保全対策室       ▲    
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推進体制の整備 

 ④参画体制の整備 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境政策の企画立案段階に

おける市民・事業者の参画を

促進する 

環境保全対策室 
亀山市環境基本計

画推進事業 
環境審議会を年１回開催する。 ○ → → → → 平成１８年度環境審議会を１回開催しました。 

市民・事業者・市の連絡協議

会を設立する 環境保全対策室 
亀山市環境基本計

画推進事業 

市民・事業者・市で進める重点的取

り組みを進める際に検討する。 
△ →    平成１８年度は未実施となりました。 

環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

グリーン・ファンドなど企業からの

資金導入がはかれるシステムの構築

にを検討する。 

 △    
環境研究センターの取り組み事業としてグリーンファンドのあり方等に

ついて研究センター委員会議で協議しました。 

ボランティア団体やＮＰＯ

等が行う環境活動の支援及

び、財源の一部に充てるため

環境保全基金など新たな制

度の創設を検討する 

  
市民参画協働室 

市民参画協働事業

推進補助金交付 

市民活動団体等へ補助金を交付す

る。 
○ → → → → 全申請９件中０件。 

鈴鹿川や中ノ川の上流部と

下流部の住民の交流を図る

など、周辺自治体と連携した

広域的な環境活動を推進す

る 

環境森林保全室 
海と森林を結ぶ交

流事業 

 鈴鹿川流域及び伊勢湾の環境を保

全するため、川上、川下の住民が協

力して森林再生に向けての森づくり

や海の環境美化を進める活動を行

う。 

○ → → → → 

交流事業を４月２２日と８月５日に実施しました。４月２２日は、漁協側

が市内加太地区の手入れされた森林と手入れされていない森林を見学す

ることにより、森林管理の重要性を認識し、８月５日は、加太小５・６年

生で組織する｢みどりの少年隊｣を含む森林組合側が、伊勢湾の底引き網に

よる魚とゴミ、セントレア近くのヘドロの説明を受け、川を介して森林と

海が繋がっていることを認識しました。 

 

 

 ⑤環境保全活動の促進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

市民や事業者による環境保

全活動の実施状況や先進事

例の紹介をする 

環境保全対策室 ホームページ作成 
亀山市総合環境センターホームペー

ジをリニューアルする。 
○      
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市民参画協働室 
市民交流会推進事

業 

市民協働センターの運営を検討し、

整備する。 
△ ○    

１１月２０日から市民協働センターの改修工事を実施し３月１５日に完

成しました。完成後、備品等を配置し、４月１日にオープンしました。 

活動団体等が情報交流でき

る場の提供により、積極的な

環境保全活動を促進する 

環境保全対策室       ▲    

グリーン購入や ISO14001 認

証取得など、市の率先行動を

民間に普及させる 

行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

市の率先行動及び環境マネジメント

システムを普及啓発する。 
○ → → → → 

ホームページでＩＳＯ１４００１、エコアクション 21等を照会していま

す。また、７月７日～１２日ＣＴＶで「クールビズ」を紹介しました。 

  

行政改革室 
地球温暖化防止実

行計画 

地域推進計画に合わせて実行計画を

見直す。 
 △ → ○  

燃料等使用量を１年間蓄積、１０月から取り組みを再開しました。なお、

地域推進計画は、１１月１０日に環境森林保全室と打ち合わせをしまし

た。 

  
契約調達室 

物品購入（グリー

ン購入） 

環境に配慮した物品の調達を推進

し、率先行動を実施する。 
○ → → → → グリーン購入方針に基づき、対象物品の購入を推進しました。 

  

法制執務室 
リサイクルトイレ

ットペーパー事業 

廃棄した文書をリサイクルトイレッ

トペーパー化し、全課（医療センタ

ー事務局を除く）で使用する。 

○ → → → → 
廃棄文書をトイレットペーパー化し、全室で使用しました。（トイレット

ペーパー購入数：２４，０００巻） 

  

危機管理室 
自主防災組織活性

化事業費② 

防災備蓄品（機材含む）の購入にあ

たり、環境に配慮した物品を選定し、

購入を行う。 

○ → → → → 毛布(ＰＥＴボトル再生ポリエステル５０％)４００枚を購入しました。 

環境に配慮した具体的な取

り組みを紹介する 
環境保全対策室 ホームページ作成 

亀山市総合環境センターホームペー

ジをリニューアルする。 
○      

  

行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

エコイベント推進員会（年３回）を

開催し、エコイベントマニュアルを

作成・見直す。 

○ → → → → 
８月及び２月の２回エコイベント推進員会を実施し、成果の検証を行い

ましたが、具体的なマニュアルの変更はできませんでした。 

  

市民参画協働室 市民活動支援事業 

エコイベントマニュアルを市民ネッ

ト説明会参加団体に配布し、掲示板

にて呼びかける。 

○ → → → → 

６月にエコイベントマニュアルを市民ネット説明会参加団体（４７団体）

に配布、９月、１２月、３月に市民ネット掲示板にて呼びかけました。

市民参画協働事業推進補助金交付団体（９団体）に対してエコイベント

マニュアルを配布したところ、該当する７団体から実績報告書の提出が

ありました。 

環境保全対策室       ▲    
環境保全活動が社会活動の

一環として行われるよう、エ

コマネーやエコショップ認

定制度の導入を検討する 

産業・観光振興

室 
      ▲    

 

 



 

-
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 ⑥環境情報の共有化 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境調査の項目、回数、地点

等を適宜見直すとともに、環

境調査結果を積極的に公開

する（公開にあたっては、興

味を引きわかりやすい情報

の提供に努める） 

環境保全対策室 

 

ダイオキシン類等

調査 

各種調査の実施箇所については、適

宜見直しを行う。また、実績は、亀

山市の環境をホームページ等で公開

する。 

○ → → → → 

各種調査の実施箇所については、市民要望や地域の環境状態を把握する

ため適宜見直しを行っています。また、市内で３０箇所の河川測定を実

施しました。 

事業者への情報伝達手段の

確立、市民・事業者・市の環

境情報交換の場の整備を推

進する 

       ▲    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

-
9
7
-

２ 自然との共生（共生） 

 豊かな自然の保全 

 ①森林の保全 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

森林環境創造事業による森

林整備を推進する 

事業の実施にあたっては、所

有者の理解促進に努めると

ともに、森林ボランティア活

動の支援を行う 

環境森林保全室 林業振興事業 
森林の持つ公益的機能を効率的に発

揮させるため、環境林を整備する。 
○ → → → → 

８認定地区９７．５５haで事業を実施しました。（累計４１３．９７ha）

１１月、３月の２回、森林ボランティア活動が開催されました。 

森林面積の確保については、

保安林等の指定による土地

利用の規制、森林の公有化、

開発行為等に対する適正指

導に努める 

環境森林保全室 林業振興事業 
開発担当と連携し、開発行為等に対

し、適正指導を行う。 
○ → → → → 

開発担当（環境保全対策室）と連携し、開発行為等に対し、適正指導を

行いました。（平成１８年度伐採届の提出４５件） 

 

 ②水辺環境の保全 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

水源かん養林及び河川上流

域の森林の適正管理を推進

し、河川水量の維持、地下水

や湧水地の保全に努める 

環境森林保全室 森林環境創造事業 
森林の持つ公益的機能を効率的に発

揮させるため、環境林を整備する。 
○ → → → → 

８認定地区９７．５５ha で事業を実施し、水源涵養、土砂流失の防止を

図りました。（累計４１３．９７ha） 

まちづくり推進

室 
調整池管理業務 

調整池における草刈、堆積汚泥を除

去する。 
○ → → → → 

鷲山調整池の草刈を実施しました。調整池の浮草対策について検討を行

い、１９年度にみずきが丘調整池で試験的に対策を講じられよう準備を

行いました。 

水辺の美観については、清掃

活動や草刈りなど美化活動

を推進する 

  
まちづくり保全

室 

市単独河川維持事

業 

管理河川における草刈、堆積汚泥を

除去する。 
○ → → → → 

管理河川（竜川）の草刈り河川Ａ＝１，９８２㎡及び堆積汚泥の除去を

実施しました。 

【記号の意味】 

▲ 当該年度以降で検討 

△ 検討 
○ 実施（検討含む。） 

→ 継続 



 

-
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  まちづくり保全

室 

鈴鹿川クリーン作

戦 

鈴鹿川の清掃(国交省主催)に参加す

る。 
○ → → → → 

１０月１４日、川と海のクリーン作戦に参加要請し、市内企業など約２

００人の参加がありました。 

  

環境保全対策室 
亀山市地区衛生組

織連合会 

クリーン作戦、市内一斉清掃、環境

美化パトロールを実施する。 
○ → → → → 

７月８日に国道１号鈴鹿峠各所（新所交差点以西）及び河川敷きを約６

００人が参加し、国土交通省と共催でクリーン作戦を実施しました。１

１月１２日に１５１自治会が市内一斉清掃を実施しました。２月１３日

から２３日にかけて地区衛生組織連合会環境指導員により環境美化パト

ロールを実施しました。 

  
産業・観光振興

室 

鈴鹿国定公園協会

関係事務 

 

石水渓観光協会によ石水渓保全事業

(石水渓キャンプ地一帯の草刈り、清

掃活動）に対し補助金を交付する。 

○ → → → → 
石水渓観光協会による石水渓保全事業(石水渓キャンプ地一帯の草刈り、

清掃活動)に対し補助金を交付しました。 

農業用水として利用価値の

なくなったため池について

はできる限り保存し、生態系

の保全や環境美化に努める 

農政室      ▲    

 

 

 里山・農地の保全 

 ③里山の整備と活用 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 
環境再生事業地を整備する。 ○      

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 

亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
 ○ → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。

７月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０

人程の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に

稲刈り体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いまし

た。 

里山・農地・池が一体となっ

た環境を保全する「環境再生

事業」を推進する 

環境森林保全室 
森林公園整備・活

用事業 

加太梶ケ坂地内の市有林を森林公園

として整備する。 
 △ ○ → → 

平成１９年度の整備構想・計画策定のため、市総合環境研究センター、

市環境審議会への説明を行い、地元委員会及び環境市民大学院生による

現地調査・検討会を開催しました。 



 

-
9
9
-

市民参画協働室 
市民参画協働事業

推進補助金交付 

市民活動団体等へ補助金を交付す

る。 
○ → → → → 

農地の保全に関する団体への交付は、全９件中１件ありました。（鹿伏兎

山脈自然薯の会） 

農政室 
中山間地域等直接

支払事業 

集落協定による耕作放棄農地の発生

防止等の活動に対し交付金を交付す

る。 

○ → → → → 

中山間地域等直接支払い制度（Ｈ１７～Ｈ２１）を活用し、集落協定に

よる耕作放棄農地の発生防止等の活動に対し交付金を交付しました。 

Ｈ１８年度 １１団地 継続実施しました。 

里山管理を促すため、地域や

市民団体が実施する里山管

理の支援を行う 

まちづくり推進

室 

自然の森公園整備

事業 

公園整備の調査・研究のため、自然

に親しむイベント（自然観察会）を

年１回開催する。 

○ → → → → 
１１月２６日に開催（自然観察、クラフト）し、３８名の参加がありま

した。 

農政室 棚田保全事業 

坂本棚田野上がりまつりを支援し、

都市住民との交流を通じて、里山に

対する意識啓発に努める。（来場者

2,000 人） 

○ → → → → 

坂本棚田野上がりまつりを支援し、都市住民との交流を通じて、里山に

対する意識啓発に努めました。 

６月４日、第６回坂本棚田野上がりまつりを開催しました。（来場者約１，

０００人） 

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 

亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
○ → → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。

７月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０

人程の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に

稲刈り体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いまし

た。 

里山の重要性に関する意識

啓発やイベントを実施する 

まちづくり推進

室 

自然の森公園整備

事業 

公園整備の調査・研究のため、自然

に親しむイベント（自然観察会）を

年１回開催する。 

○ → → → → 
１１月２６日に開催（自然観察、クラフト）し、３８名の参加がありま

した。 

 

 

 ④農地の保全と活用 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

農政室 
ふれあい農園管理

事業 

使用期間満了などによる速やかな補

充、また、維持管理を行う。 

（利用率 100％） 

○ → → → → 
市民農園については、使用期間満了などによる速やかな補充、また、維

持管理を行い、有効活用を図りました。利用率 ９９％ 

（耕作放棄地を）市民農園や

農業公園として整備、有効に

活用し、また、景観形成作物

の栽培を促進する 

  農政室 田園景観推進事業 

生産調整による景観作物を栽培し、

コスモス祭等のイベントを開催す

る。 

○ → → → → 景観形成作物の栽培面積 ９．３ha 



 

-
1
0
0
-

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 
環境再生事業地を整備する。 ○       

（耕作放棄地を）農業体験や

環境教育の場、水生生物の生

息環境としての利用を促進

する 

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 

亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
 ○ → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。

７月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０

人程の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に

稲刈り体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いまし

た。 

 

 

生物の多様性の確保 

 ⑤生育・生息空間の保全 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

開発行為等に対する適正指

導に努める 環境保全対策室 環境保全一般 

開発行為届出書提出時に事業者に対

して環境に配慮する旨の依頼文書を

渡し、指導を行う。 

○ → → → → 
開発行為届出書提出時に事業者に対して環境に配慮する旨の依頼文書を

渡し、指導を行いました。開発行為受付件数１１３件(うち取り下げ４件)

治山・治水事業にあたって

は、動植物の生育・生息環境

に配慮した工法を導入する 

環境森林保全室 林業振興事業 

危険箇所を調査し、治山事業により

土砂流失、山地災害の防止、自然環

境に配慮した工法の導入を図る。 

○ → → → → １８年度は、工事がありませんでした。 

希少な動植物については、生

育・生息環境を指定して保全

し、保護を行う 

環境森林保全室 野生動物等の保護     ▲     
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 ⑥生育・生息空間の復元 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

森林環境創造事業の環境林

整備により、有害鳥獣とされ

るシカやサルなどが生息で

きる環境を誘導する 

環境森林保全室 森林環境創造事業 
森林の持つ公益的機能を効率的に発

揮させるため、環境林を整備する。 
○ → → → → 

８認定地区９７．５５ha で事業を実施し、中下木層の生育を助長し、野

生生物の住みよい環境づくりを進めました。（累計４１３．９７ha） 

農政室 

有害鳥獣による農

作物に対する被害

対策 

電柵等補助、捕獲檻の設置、巡視員

による監視、ロケット花火の提供を

行う。 

○ → → → → 

獣害被害対策防止事業補助（３２件）、サル巡視員による被害状況調査（マ

ップまとめ）、追払用花火の随時支給、捕獲檻によるサル駆除を行いまし

た。 

有害鳥獣類については、農林

業被害の現状把握を進める

とともに、頭数管理など有効

な防止対策を実施する 

環境森林保全室 野生動物等の保護     ▲     

まちづくり保全

室 

市単独河川維持事

業 

河川改修及び維持管理に際して可能

な範囲で多自然型工法の採用する。 
○ → → → → １８年度は、事業がありませんでした。 

森林や水辺など、多様な環境

の連続性が確保されるよう

努める 

  

環境森林保全室 森林環境創造事業 
森林の持つ公益的機能を効率的に発

揮させるため、環境林を整備する。 
○ → → → → ８認定地区９７．５５haで事業を実施しました。（累計４１３．９７ha）

河川・水路やため池について

は、多自然型工法による水辺

整備を推進する 

まちづくり保全

室 

市単独河川維持事

業 

河川改修及び維持管理に際して可能

な範囲で多自然型工法の採用する。 
○ → → → → １８年度は、事業がありませんでした。 

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 
環境再生事業地を整備する。 ○       

環境森林保全室 
森林公園整備・活

用事業 

加太梶ケ坂地内の市有林を森林公園

として整備する。 
 △ ○ → → 

平成１９年度の整備構想・計画策定のため、市総合環境研究センター、

市環境審議会への説明を行い、地元委員会及び環境市民大学院生による

現地調査・検討会を開催しました。 

耕作放棄地を水生生物の生

息環境として利用する 

農政室       ▲    
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 ⑦在来種保護の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

歴史博物館 市史編さん事業 

平成 22年までに編集専門部会（自然

分野）で自然環境に関する部分の市

史を編さんする。 

○ → → → → 

代表者会議を３回実施し、各分野の進捗状況を確認しました。また、１

７年度の調査活動報告書を作成しました。地質分野の中間報告を市史編

さんのホームページで公開開始しました。 

市内に生育・生息する動植物

のデータベースを作成する 

環境保全対策室        ▲      

継続的な生物調査を実施し、

動植物の分布状況を把握・監

視する 

環境保全対策室        ▲      

外来動植物については、注意

事項等の情報提供に努める 環境森林保全室 野生動物等の保護 
移入種の生物を捨てることによる生

態系への悪影響を広報する。 
 ○ →     ８月１６日広報誌で広報しました。 

市民参加による外来種駆除

活動を支援し、本市の在来種

に影響を及ぼさないよう努

める 

環境森林保全室 野生動物等の保護 
市民参加によるため池等外来種駆除

活動を支援する。 
○ → → → → 支援を行う活動がありませんでした。 

 

 

 自然とのふれあいの創出 

 ⑧ふれあいの場の創出 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

自然公園、散策路、親水性に

配慮した水辺の整備を推進

する 

まちづくり推進

室 

自然の森公園整備

事業 

公園整備の調査・研究のため、自然

に親しむイベント（自然観察会）を

年１回開催する。 

○ → → → → 
１１月２６日に開催（自然観察、クラフト）し、３８名の参加がありま

した。 

  
農政室 棚田保全事業 

坂本地区棚田保存会へ補助金支出す

る。 
○ → → → → １８年度は、１００，０００円支出しました。 
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農政室 
中山間地域等直接

支払事業 

集落協定による耕作放棄農地の発生

防止等の活動に対し交付金を交付す

る。（坂本地区のみ） 

○ → → → → 交付金を交付しました。（坂本地区２０．７ha） 

  

産業・観光振興

室 

東海自然歩道維持

管理業務 
東海自然歩道等の維持管理を行う。 ○ → → → → 

三重県から東海自然歩道の維持管理を受託、市よりパトロール員へ維持

管理を委託し、維持管理を行っています。仙ケ岳一帯の登山道補修につ

き石水渓観光協会へ作業を委託しました。観音山公園の維持管理を実施

しました。石水渓キャンプ場等の維持管理を地域社会振興会へ委託しま

した。石水渓観光協会による石水渓保全事業に対し補助金を交付しまし

た。 

里山や農地といった民有地

の市民への開放を促進する 農政室 
ふれあい農園管理

事業 

使用期間満了などによる速やかな補

充、また、維持管理を行う。 

（利用率 100％） 

○ → → → → 
市民農園については、使用期間満了などによる速やかな補充、また、維

持管理を行い、有効活用を図りました。（利用率９９％） 

  

環境森林保全室 
森林公園整備・活

用事業 

加太梶ケ坂地内の市有林を森林公園

として整備する。 
 △ ○ → → 

平成１９年度の整備構想・計画策定のため、市総合環境研究センター、

市環境審議会への説明を行い、地元委員会及び環境市民大学院生による

現地調査・検討会を開催しました。 

 

 

 

 

 ⑨ふれあいの機会の創出 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

市民参画協働室 市民活動支援事業 
亀山市のいいところマップ作成を支

援する。 
 △ ○     

亀山資源マップを市民と一緒に作成するため、３月１６日号広報で参加

者を募集しました。 

環境保全対策室               

市民による環境資源マップ

作成を行い、自然とふれあう

ことができる場の情報が容

易に入手できるよう努める 

産業・観光振興

室 

各種観光情報の提

供事務 

  

全市観光パンフレットを作成すし、

自然資源についての観光情報を提供

する。 

○ → → → → 
石水渓パンフレットをリニューアルしました。（５，０００部）観光パン

フレットの増刷を予定しています。（５万部） 

自然資源を活用したイベン

トを開催する 
農政室 棚田保全事業 

棚田まつり、お茶まつり、コスモス

まつりを開催する。 
○ → → → → 

６月４日に坂本棚田野上がりまつり、１０月１４日に青空お茶まつり、

１０月１５日に太田コスモスまつりを開催しました。 
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産業・観光振興

室 

観光行事開催補助

事業（関宿納涼花

火大会、街道まつ

り他） 

亀山城さくらまつり、観音山春まつ

りを開催する。 
○ → → → → 

４月８日の亀山城桜まつり、４月９日の観音山春まつり開催にそれぞれ

補助金を交付しました。 

  

環境保全対策室 
里山公園管理事業

（環境再生事業） 

亀山里山公園「みちくさ」を利用し

たイベントを開催する。 
 ○ → → → 

５月７日にオープニングイベントを開催し、田植え体験を行いました。

７月３０日と８月２６日にはザリガニ釣り大会を開催し、それぞれ６０

人程の参加を得ました。また、９月２２日に東小学校の５年生を対象に

稲刈り体験を、１２月１０日にリースづくりとしめ縄づくりを行いまし

た。 

自然観察指導員等の育成・紹

介により、積極的に自然に学

ぶ活動を支援する 

環境森林保全室 野生動物等の保護             
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３ 快適な生活環境の創造（安心） 

 生活排水対策の推進 

 ①排水処理対策の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

廃棄物対策室 
一般廃棄物処理基

本計画（生活排水） 
生活排水処理基本計画策定する。 ○         

 

廃棄物対策室 
一般廃棄物処理基

本計画（生活排水） 

生活排水処理率を向上する。（平成

22 年度 72.6％） 
 ○ → → → 平成１８年度末 ６４．３％ 

下水道室 
流域関連公共下水

道事業 

公共下水道を着実に整備する。（平成

22 年度計画人口 20,880 人） 
○ → → → → 平成１８年度末 供用区域内人口１５，５２９人 

下水道室 普及啓発事業 
公共下水道を着実に整備する。（平成

22 年度接続率 42.4％） 
○ → → → → 

市広報へ下水道特集を掲載し普及促進を図りました。（接続率平成１８年

度末２２．７％） 

下水道室 
農業集落排水整備

事業 

農業集落排水施設を着実に整備す

る。（平成 20 年度市瀬、坂下地区、

平成 21年度南部地区） 

○ → → → → 
坂下地区・市瀬地区、平成１９年度供用開始予定。 

南部地区、平成２０年度供用開始予定。 

下水道等を計画的に整備す

るとともに、供用開始区域に

おける早期接続を促進する 

下水道室 普及啓発事業 
農業集落排水施設を着実に整備す

る。（平成 22年度累積戸数 1,911 戸） 
○ → → → → 

市広報へ下水道特集を掲載し普及促進を図りました。 

（累積戸数平成１８年度末１，４９５戸） 

下水道整備区域外において

は、合併処理浄化槽の普及促

進、浄化槽の適正管理の啓

発・指導に努める 

  

上下水道管理室 

小型合併処理浄化

槽設置事業補助金

（補助） 

合併処理浄化槽を着実に整備する。

（平成 18 年度 124 基、平成 19～21

年度各 104基） 

○ → → → → ８９基の合併処理浄化槽へ補助金を交付しました。 

 

 

 

 

 

 

【記号の意味】 

▲ 当該年度以降で検討 

△ 検討 
○ 実施（検討含む。） 

→ 継続 
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 ②発生源対策の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 
鈴鹿川浄化対策促

進協議会 
水生生物調査を行う。 ○ → → → → 水生生物調査を７月に実施し、１６名参加しました。（大人８ 子供８）

環境保全対策室 環境保全一般 
環境保全啓発用品（水切りネット)

配布する。 
○ → → → → 環境月間(６月)に水きりネットを市内全戸に配布しました。 

市民参加型の水質調査や美

化活動、生活排水対策講座な

どを実施し、生活排水への配

慮を促す 

  

  

下水道室 普及啓発事業 

公共用水域の水質保全に関する啓発

活動を実施する。台所等での排出抑

制対策を、広報、ホームページ、パ

ンフレット、地区集会等で周知する。 

○ → → → → 
工事説明会、供用開始説明会等で計１０回啓発しました。また、広報に

１２回掲載しました。 

環境保全対策室 
水質等環境調査委

託 

市内河川等の水質等環境調査を行

う。 
○ → → → → 

市内３１箇所の河川調査を行いました。実績は環境基準と照らし合わせ

て、亀山市の環境及びホームページで公開しました。 

環境保全対策室 亀山市環境審議会 
環境報告書「亀山市の環境」を毎年

度作成・公表する。 
○ → → → → 平成１８年度版「亀山市の環境」を作成しました。 

水質調査結果を公開して水

質に対する関心を深めると

ともに、調査の継続・強化を

行う 

 

下水道室 農業集落排水事業      ▲      

 

 

道路交通対策の推進 

 ③交通流対策の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

市内移動の有効手段として

のバスの活用、快速列車の増

発やバス―鉄道の乗り換え

利便性の向上に向けた働き

かけをおこなう 

産業・観光振興

室 

新地域生活交通再

編事業 

  

鉄道利用を促進すべく、沿線自治体

等と連携し、利用促進活動を実施す

る。 

○ → → → → 

輸送量の増強、増便等を実現させるため、県・沿線自治体と連携を図り

ＪＲ東海及び西日本へ要望や利用促進活動（車内ＰＲポスター作成、沿

線探訪ツアー（伊賀市）開催支援等）を実施しました。 
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企画経営室 放置自転車対策 
亀山駅、下庄駅の放置自転車の対策

を総括的に行う。 
○ → → → → 

まちづくり推進室において井田川駅の放置自転車４５台を９月２７日に

撤去しました。 

まちづくり推進

室 
井田川駐輪場管理 

井田川駅、関駅等の放置自転車の対

策を行う。 
○ → → → → 

井田川駅で放置自転車調査を実施し、約５０台の放置自転車を撤去しま

した。 

駅付近の駐車場・駐輪場の充

実などにより、公共交通機関

の利用促進を図る 

  

  

まちづくり推進

室 

都市基礎調査常務

委託 

パークアンドライドを含めて駅前、

中心市街地の活性化、景観保全、都

市施設の在り方を整理し検討する。 

 △       
亀山市都市計画基礎調査を実施しました（１２月～３月）。その中で、都

市課題に対して、庁内意見交換会を４回開催し検討しました。 

渋滞が発生する箇所につい

ては、路上駐車の一掃や道路

構造の改善に努める 

まちづくり整備

室 

地方道路交付金事

業 

道路改良事業の推進により、交通渋

滞の緩和に努める。 
○ → → → → 

道路改良事業によって交通渋滞の緩和に努めました。また、９路線事業

で５路線完成しました。 

通過交通の市街地への流入

を防止するため、効果的な道

路網整備に努める 

まちづくり整備

室 

合併特例債道路整

備事業 

バイパスルート計画を行う事で、住

環境に配慮し住宅地への通過交通の

流入防止の軽減を図る。（野村布気

線・和賀白川線） 

○ → → → → 

１路線については、交差点改良工事を完成しました。残る 1 路線につい

ては、平成１９年度用地買収に着手できるよう路線測量等を完成しまし

た。バイパスルート計画を行うことで実施目標の軽減を図ることに努め

ました。（野村布気線、和賀白川線） 

 

 

 ④環境対策の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

道路交通騒音など必要な調

査を実施して監視に努め、排

水性舗装、防音壁、緑地帯の

設置など必要な対策を実施

する 

まちづくり整備

室 

公共事業住民要望

の調整（県等） 

騒音に関する自治会要望書を国へ伝

達する。 
○ → → → → 

１０月２４日、国土交通省が騒音調査を実施しました。国道 1 号線（太

岡寺地区）で遮音壁工事が完成しました。 

環境に配慮した運転と車両

の適正管理の啓発に努める 地域づくり・相

談室 

亀山交通安全対策

事業 

各種交通安全講習会において、経済

速度の運行及び車両の適正管理の啓

発を行う。 

 ○ → → → 
４月９日,シルバールーキースクール、９月２４日高齢者、事業所競技大

会で啓発を行いました。 

交通公害に関する指導・監視

体制を強化する 環境保全対策室 
水質等環境調査委

託 

大気調査を実施し、交通公害に関す

る状況を把握する。 
○ → → → → 大気調査を業者に委託し実施しました。 
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財務室 公用車の管理   ○          

財務室 公用車の管理 

公用車（特殊業務使用車を除く。）の

うち、軽自動車、小型貨物、小型及

び普通乗用車について、３０台を低

公害車に買い替える。（新規購入含

む。） 

△ → ○ → → 
低公害車１４台の購入予算の議決を得ました。 

（買い替え１０台、新規４台、計１４台） 

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
 △ ○ →   

地球温暖化防止地域推進計画の策定のため、新エネルギービジョンの策

定と調整を図るため、担当室と協議を行いました。 

国等の補助制度の活用など

により低公害車の普及を促

進する 

環境保全対策室 環境保全一般 
低公害車の普及に対する国等の補助

制度をホームページ等に掲載する。 
 ○ → → → 亀山市の環境のホームページに掲載しました。 

 

 

 環境に配慮した事業活動の促進 

 ⑤化学物質対策の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

化学物質の適正な管理・使

用・処理に関する指導を行う 環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 

指定化学物質の管理計画の策定及び

その提出を指導する。 
○ → → → → 

平成１９年３月末現在 環境保全協定書 ４４事業所締結 

平成１８年度 事前協議２０件 

事業所内の土壌や地下水の

自主測定を促進する 環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 

環境保全協定（公害防止協定）を締

結する。 
○ → → → → 

平成１９年３月末現在 環境保全協定書 ４４事業所締結 

平成１８年度 事前協議２０件 

化学物質に関する緊急時対

応マニュアル策定等の指導

に努める 

環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 

環境保全協定（公害防止協定）を締

結する。 
○ → → → → 

平成１９年３月末現在 環境保全協定書 ４４事業所締結 

平成１８年度 事前協議２０件 
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 ⑥産業公害の防止 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 

環境保全協定（公害防止協定）を締

結する。 
○ → → → → 

平成１９年３月末現在 環境保全協定書 ４４事業所締結 

平成１８年度 事前協議２０件 

規制基準等法令の周知と指

導、環境保全協定の締結を進

める 

  
環境保全対策室 

鈴鹿川浄化対策促

進協議会 

環境保全協定（公害防止協定）を締

結する。 
○ → → → → 

平成１９年３月末現在 鈴鹿川浄化対策促進協議会 覚書 ４８事業所

締結 

必要に応じて、事業所に対す

る立入検査を実施する 環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 

悪臭等苦情に対する立ち入りを行

う。 
○ → → → → 

平成１８年度環境保全協定に基づく悪臭等苦情に対する立ち入りを４件

実施しました。 

市民と連携した監視・通報体

制を確立する 環境保全対策室 
亀山市地区衛生組

織連合会 

環境指導員の設置し、環境美化パト

ロールを実施する。 
○ → → → → 

市内に環境指導員を９０人委嘱し､平成１９年２月１３日～２３日には

環境美化パトロールを実施しました。 

深夜や早朝作業など迷惑行

為に対しては指導を行う 環境保全対策室 環境保全一般 苦情があれば対応する。 ○ → → → → 
平成１８年度悪臭等苦情に対する立ち入りを２４件実施しました。（大気

１､水質２､騒音２､悪臭２､野焼き１５､その他２） 

まちづくり推進

室 

都市マスタープラ

ン策定事業 
都市マスタープランを策定する。  △ ○ → → 

亀山市都市計画基礎調査を実施しました（１２月～３月）。その中で、都

市課題に対して、庁内意見交換会を４回開催し検討しました 

企画経営室 
第１次亀山市総合

計画策定事業 
第１次亀山市総合計画を策定する。 △ ○       

平成１８年７月１４日の総合計画審議会へ基本構想素案を諮問。平成１

９年３月１２日市議会定例会において全会一致で基本構想は可決されま

した。 

適正な都市計画と工業地域

の集約を行い、住工混在の解

消に向けた誘導を行う 

  

  

産業・観光振興

室 

企業立地及び誘致

に関する業務 

進出希望企業に対し、環境上の規制

等について十分説明を行い理解を求

めるなど、企業との調整を行った上

で立地協定を締結する。 

○ → → → → 平成１８年度においては、新規立地企業がありませんでした。 
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⑦環境保全型農業の促進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

農薬や化学肥料の使用量に

配慮した環境保全型農業を

促進する 
農政室 農業振興業務 

農薬の低減のため、病害虫の共同防

除事業に対し補助金交付する。また、

ポジティブリスト制度開始に伴う研

修会等へ参加する。 

○ → → → → 

農薬の低減のため、病害虫の共同防除事業に対し補助金交付（１１５ha）

し、引き続きポジティブリスト制度開始に伴う研修会等への参加しまし

た。 

農政室 畜産業対策事業 
畜産農家に対して定期巡回指導（月

2回）や随時指導を行う。 
○ → → → → 畜産農家に対する定期巡回指導（月２回）や随時指導しました。 

農業系廃棄物の適正処理を

促進する 

   

廃棄物対策室 廃棄物処理手数料 

事業系廃棄物が適正に処理できるよ

う、指導を行うとともに、許可証の

発行を行う。 

○ → → → → 

事業系廃棄物が適正に処理できるよう、事業者に対し指導を行うととも

に、産業廃棄物処理許可証の発行を行っています。（産業廃棄物処理許可

証発行数３３５件） 

農政室 
ふれあい農園管理

事業 

インストラクターによる巡回指導

（月 2 回）により、農薬、肥料のの

適正な使用等について指導する。 

○ → → → → 
市民農園インストラクターによる巡回指導（月２回）により、農薬、肥

料の適正な使用等について指導しました。 

消費者に対しては、農薬に関

する学習機会や情報の提供

に努める 

  
環境保全対策室        ▲      
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 ⑧自主的取り組みの促進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

産業・観光振興

室 

中小商業レベルア

ップ事業 

市内中小商業者を対象とした研修会

にてミームス推進について説明す

る。 

○          

環境保全対策室 
環境管理システム

構築支援事業 

ISO14001や県の小規模事業所向けＥ

ＭＳ（Ｍ－ＥＭＳ）など環境管理シ

ステムを構築できるよう支援を検討

する。 

 △       
環境管理システムを構築するための支援について、３月に関係室と協議

しました。 

事業者が ISO14001 や県の小

規模事業所向けＥＭＳ（Ｍ－

ＥＭＳ）など環境管理システ

ムを構築できるよう支援す

る 

行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

ホームページによる情報提供、ＥＭ

Ｓ導入相談、率先事例の紹介などを

行う。 

○ → → → → 
ホームページでＩＳＯ１４００１、エコアクション 21等を照会していま

す。また、７月７日～１２日ＣＴＶで「クールビズ」を紹介しました。 

事業者の低騒音型機器への

転換など公害対策への支援

を実施する 

環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 
     ▲      

事業者の環境負荷低減に関

する情報交換の場を設置し

ます 

環境保全対策室 
環境保全協定（公

害防止協定） 
     ▲      

環境保全対策室 
鈴鹿川浄化対策促

進協議会 

鈴鹿川浄化対策促進協議会覚書の締

結を推進する。 
 ▲    

平成１９年３月末現在 鈴鹿川浄化対策促進協議会 覚書 ４８事業所

締結 

事業者による自主測定結果

の公表など情報提供を促進

する 

  
環境保全対策室 

環境保全協定（公

害防止協定） 

環境保全協定の締結の際、項目に盛

り込む。 
   ○ → → 平成１８年度 環境保全協定締結 １件 

美化活動への参加など地域

貢献活動の促進を図る 

環境保全対策室 
亀山市地区衛生組

織連合会 

クリーン作戦、市内一斉清掃、環境

美化パトロールを実施する。 
○ → → → → 

７月８日に国道１号鈴鹿峠各所（新所交差点以西）及び河川敷きを約 0

６００人が参加し、国土交通省と共催でクリーン作戦を実施しました。

１１月１２日に１５１自治会が市内一斉清掃を実施した。平成１９年２

月１３日～２３日に地区衛生組織連合会環境指導員により環境美化パト

ロールを実施しました。 
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 快適な生活空間の創出 

 ⑨歴史的町並みの保存と整備 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

歴史的雰囲気を感じること

ができる町並みの保存・整備

を推進する 

まちなみ・文化

財室 

伝統的建造物群保

存修景事業 

歴史的町並みの保存・整備をすすめ、

歴史的景観の保護とともに、快適な

生活空間を創出する。 

○ →       保存地区内において、１０件の修理修景事業を実施しました。 

町並み保存活動に対する支

援を行う 
まちなみ・文化

財室 

町並み保存一般事

業 

町並み保存関連住民団体へ補助金等

の活動支援を行う。 
○ → → → → 

日常的・継続的に行っている補助金等交付が２団体、活動支援が２団体

であり、建築の専門技術を有する市内在住者を組織化した、新たな団体

の設立について支援を行いました。 

まちなみ・文化

財室 

歴史街道遺産活用

事業 

地域文化財の周知を図り、広く市民

活動を行える環境を整備する。 
△ ○       

市内５箇所に標柱・説明板を設置するとともに、坂下宿・亀山宿、及び

宿場周辺の東海道に関するパンフレットを作成しました。 

まちなみ・文化

財室 

東海道歴史回廊保

存整備基本計画策

定事業 

東海道歴史文化回廊整備について基

本方針を策定する。 
△ ○       「東海道歴史文化回廊の創出に関する方針」を策定しました。 

歴史的資源マップ等を作成

して活用するとともに、まち

の歴史文化に対する保全意

識の高揚に努める 

  

  

情報計画統計室 
地図情報システム

整備調査研究 

地理情報システム（ＧＩＳ）を導入

する。 
△ → → → ○ 

県下全市町と県との共同でデジタル地図の導入を決定し、事業主体を県

自治会館組合とし、７月に空中写真を、１９年２月にデジタル地図作成

作業に着手しました。 

 

 

⑩住みよいまちの形成 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

まちづくり推進

室 

都市マスタープラ

ン策定事業 
都市マスタープランを策定する。  △ ○ → → 

亀山市都市計画基礎調査を実施しました（１２月～３月）。その中で、都

市課題に対して、庁内意見交換会を４回開催し検討しました。 

景観計画や地区計画などに

よる良好な景観の誘導を図

る 

  
まちなみ・文化

財室 

伝統的建造物群保

存修景事業 

歴史的町並みの保存・整備をすすめ、

歴史的景観の保護とともに、快適な

生活空間を創出する。 

○ →       保存地区内において、１０件の修理修景事業を実施しました。 
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公園については、市民ニーズ

や地域環境を取り入れた配

置・整備に努める 

まちづくり推進

室 

市単独公園整備事

業 

市民の意見を採り入れて公園を整備

する。 
○ → → → → 

地元要望により、関富士ハイツ公園の一部改修工事（グランド等）を実

施しました。 

環境美化に関する里親制度

など市民参画による公園等

の適切な維持・管理を進める 

まちづくり推進

室 

公園等施設維持管

理事業 

地元子供会に報奨金を交付し、地元

管理を行っている。 
○ → → → → 

亀山地域社会振興会から地元子供会に報奨金を交付し、地元管理の啓発

を行いました。（実績 １４団体 ５００，０００円） 

都市部では緑化の推進と適

正管理を推進する 
まちづくり推進

室 
緑地管理 

隣接宅地及び道路視界に影響を与え

る箇所は重点的に対応する。（対応箇

所数１０ヶ所程度） 

○ → → → → 
シルバー人材センターに委託し、特に隣接宅地及び道路視界に影響を与

える箇所は重点的に対応しました。（対応箇所数１０ヶ所程度） 

街路樹については、樹種選定

や管理方法について市民要

望の反映に努める 

まちづくり保全

室 
街路樹管理委託 

街路樹の剪定高や消毒時期に関して

は、市民の要望を反映する 
   ▲      

建築住宅室 
バリアフリー関係

事務 

バリアフリー関係受付等事務の中

で、建築物のバリアフリー化の推進

の一翼を担う。 

○ → → → → 
学校施設の耐震改修工事において、井田川小学校校舎、関小学校校舎な

どの一部を工事施工しました。 

公共施設や公益的施設のバ

リアフリー化を推進する 

  

高齢・障害支援

室 

ユニバーサルデザ

イン（バリアフリ

ー）の普及啓発事

業 

ユニバーサルデザイン（バリアフリ

ー）の啓発・ＰＲを行う。 
○ → → → → 

ボランティア教室（小中学生１回）、三重大学（２回）、各小中学校（３

回）にてユニバーサルデザインの講習を実施しました。 

狭隘道路の拡幅、歩車道の分

離や段差の解消など、すべて

の人に配慮した道づくりを

推進する 

まちづくり整備

室 
道路新設改良事業 

歩道のフラット型を取り入れて道路

を設計する。 
○ → → → → 道路改良事業において歩道のフラット型を取り入れました。 

 

  

⑪まちの美観の向上 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

公共工事にあたっては、美観

の向上に配慮 
まちづくり整備

室 

合併特例債道路整

備事業 

鈴鹿川橋梁の計画において景観醸成

にも配慮した設計を進める。（平成

25 年完成予定） 

○ → → → → 
鈴鹿川橋梁の計画において道路橋梁としての機能だけではなく亀山市の

シンボルとしてふさわしい景観醸成にも配慮した設計を進めています。 
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建築住宅室 
公共建築物の建設

及び維持修繕 

公共建築物の建設及び維持修繕の設

計、技術援助等で美観の向上に配慮

する。 

○ → → → → 
学校施設の耐震改修工事において、美観の向上（校舎の外壁改修等）に

配慮して工事施工（件数７件）を行いました｡ 

  

下水道室 農業集落排水事業 
処理施設の屋根など上屋を周辺環境

と調和させる。 
○ → → → → 平成１９年度 南部地区、坂下地区、市瀬地区の施設で実施予定。 

まちづくり推進

室 

屋外広告物規制監

視業務 

道路パトロールなどにおいて屋外広

告物を除去する。 
○ → → → → 通報により３件の違反公告物を除去しました。 

看板や屋外広告物、放置自転

車や放置自動車については、

早期撤去に努めるとともに

防止対策の強化を図る 

企画経営室 放置自転車対策 
亀山駅、下庄駅の放置自転車の対策

を総括的に行う。 
○ → → → → 

まちづくり推進室において、９月２７日に井田川駅の放置自転車４５台

を撤去しました。 

地域づくり・相

談室 
各種相談事業 

自治会からの苦情相談等に応じて所

有者に土地管理のお願い文章を送付

する。 

○ → → → → 土地所有者に土地管理のお願い文書を送付しました。（処理件数９件） 

亀山消防署 

防火診断､枯草等

の調査及び防火指

導に関すること。 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに 20地区） 

○ → → →   

秋季火災予防運動期間中の１１月１１日,１２日の両日に、みずきが丘で

２５４世帯を対象に、また春季火災予防運動期間中の１９年３月３日、

４日の両日に、みずきが丘(秋季の継続)で１０６世帯、川合町(新道自治

会、メープル川合自治会、山田自治会)で１１６世帯を対象にそれぞれ実

施しました。 

関消防署 

防火診断、枯草等

の調査及び防火指

導の実施 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに関町全地区） 

○ ○ → →   

１１月１１日・１２日に関町加太地区(板屋、梶ヶ坂、神武)で１２４世

帯、1９年３月３日・４日に関町加太地区(向井、市場)で１２８世帯にお

いて一般家庭防火診断を実施し、火災予防に対する啓発を行いました。 

空き地の雑草管理に関して

啓発・指導を実施する 

  

  

  

地域づくり・相

談室 
環境衛生対策事業 家屋消毒機械貸出を実施する。 ○ → → → → １３６自治会が実施しました。 

ポイ捨てやふん害の防止に

関して、啓発・指導を実施す

る 
環境保全対策室 

亀山市地区衛生組

織連合会 

不法投棄防止等の啓発看板を自治会

等に配布する。 
○ → → → → 

各自治会等に配布しました。（不法投棄防止１７８枚、犬の糞防止１８０

枚） 

  

健康推進室 畜犬登録 

広報に正しい犬の飼い方等について

の記事を掲載し啓蒙を行う。また、

「犬のふん害について」のビラを配

布、飼い主に助言する。 

○ → → → → 

狂犬病の４月集合注射時に「犬のふん害について」のビラの配布を、飼

い主に直渡し助言しました。また、窓口にて犬の注射済票交付時にも同

様のビラ配布を行いました。(約１，２００枚) 
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４ 循環型社会の構築（循環） 

 ごみ減量と再使用・再生利用の推進 

 ①ごみの発生抑制 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

過剰包装の抑制や買い物袋

持参運動の普及促進により、

ごみとなるものの発生を抑

制する 

廃棄物対策室 レジ袋削減運動 

亀山市レジ袋連絡会議主体で、過剰

包装抑制・買い物袋持参運動を展開

する。 

○ → → → → 

市民団体、事業者、行政で構成する「亀山市レジ袋連絡会議」を開催し、

活動について検討しました(８月)。また、３月開催の環境フェスティバ

ル内ブースにおいて、マイバッグの絵付やポスター掲示にて啓発を行い

ました。 

啓発活動により、ごみを出さ

ないという意識の形成を促

すとともに、ごみ指定袋の導

入など効果的な排出抑制策

を検討する 

廃棄物対策室 
指定ごみ袋導入事

業 

規格を統一した指定ごみ袋の導入を

検討する。 
△ →       

６月に住民意向調査を行いました。その結果を踏まえ、市民に十分理解

いただける導入方法について検討しました。 

 

 

 ②ごみ減量の推進 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

家庭から出る生ごみについ

ては、生ごみ処理機器購入費

補助などにより堆肥化を促

進する 

廃棄物対策室 
生ごみ処理容器購

入費補助金 

生ごみ処理容器購入費補助金を交付

する。 
○ → → → → 

生ごみの堆肥化を促進すべく、生ごみ処理容器購入費に対する補助金の

交付を行いました。(件数６６件、補助金額１，２００，４００円) 

事業者に対しても支援制度

の導入を検討するなど、ごみ

減量化を積極的に推進する 

廃棄物対策室 

生ごみ処理容器購

入費補助金 

 

生ゴミ処理容器購入費に対する補助

対象を事業所にも拡大する。 
   ▲      

公共施設においては、生ごみ

処理機を設置して堆肥化を

推進する 

廃棄物対策室   
学校等の公共施設に生ゴミ処理機を

設置する。 
   ▲      

【記号の意味】 

▲ 当該年度以降で検討 

△ 検討 
○ 実施（検討含む。） 

→ 継続 
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教育総務室 
小学校施設維持管

理事業 
廃食油をリサイクルし、燃料化する。 ○ → → → → 廃食油回収業者においてリサイクルを行いました。（２００㍑×１１本）

学校や事業所などから出る

廃食油のリサイクルを進め

る 

  廃棄物対策室        ▲      

剪定枝や雑草、家畜ふん尿等

の有効利用を促進する 
まちづくり保全

室 
街路樹管理委託 

街路樹管理で発生した剪定枝を堆肥

として有効利用する。 
○ → → → → 

剪定枝は、堆肥に有効利用しています。平成１８年度は４０，７３０Ｋ

ｇを堆肥化しました。 

  

農政室 畜産業対策事業 

県営事業で整備された農地（安知本）

に畜産農家のふん尿を肥料として還

元し、耕畜連携による農業の推進を

図る。 

○ → → → → １８年度は水田所有者の判断により実施されませんでした。 

  
廃棄物対策室 

刈り草コンポスト

化事業 

機器設置し、刈り草の受入れる。（平

成 18 年度 1,500ｔ） 
○ → → → → １０５１.２５トンを受け入れました。 

  
廃棄物対策室 

刈り草コンポスト

化事業 

刈り草コンポストの利用を検討す

る。 
 △       

平成１９年１月、コンポストの効果について実証実験を行うため、周辺

田畑所有者の協力を得て、実験地の整備を行いました。 

エコクッキングなどごみ減

量に関する講習会を開催す

る 健康推進室 
ファミリークッキ

ング 

エコクッキングを実施し、ファミリ

ークッキング参加者に周知をはか

る。 

○ → → → → 

８月２２日に教室を開催し、その３か月後にアンケート調査にて評価を

行いました。参加者１１名（大人４名、子ども７名）のうち、１０名（大

人４名、子ども６名）に回答して頂いた。その結果、エコに関心が持て

た方は全体で１００％、また大人で１００％、子どもで６７％の方が参

加後もエコクッキングを続けていると回答されました。 

ごみ処理費用の公開など、ご

み減量意識の向上に努める 
廃棄物対策室 

廃棄物対策一般事

務費 

亀山市の環境、広報、ホームページ

等を利用して紹介する。 
○ → → → → 

ごみカレンダー、ごみの分別方法、ごみリンピックの開催等、ホームペ

ージや広報等を活用して紹介を行いました。 

溶融炉の廃熱利用による堆

肥化処理能力の向上を図る 
廃棄物対策室 

廃熱利用温水供給

施設建設事業 
溶融炉の廃熱利用を検討する。  △       

溶融炉運転管理委託業者も交え、小規模実験（平成１９年度開始予定）

を検討しました。 

コンポストの市民農園での

使用、コンポストを使って作

った野菜の市場等により、コ

ンポストの利用を促進する 

農政室 
ふれあい農園管理

事業 

園内の雑草や残野菜はすべて堆肥施

設で熟成させ、堆肥として農園へ還

元する。 

○ → → → → 
市民農園内の雑草や残野菜はすべて園内に設置した５箇所の堆肥施設を

活用し熟成させ、順次堆肥として農園へ還元しました。 

 

 

 

 



 

-
1
1
7
-

 ③再使用・再生利用活動の活性化 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

分別方法の周知を徹底する 

廃棄物対策室 
ごみカレンダーの

作成 

ごみカレンダーを作成・配布し、ホ

ームページへも掲載する。また、随

時、早朝指導を行う。 

○ → → → → 

ごみカレンダー２０,５００部（日本語版）、１,９００部（外国語版）を

作成、３月１５日号広報と併せて各戸配布を行いました。また、ホーム

ページにも掲載しました。なお、早朝指導については平成１８年度には

実施しませんでした。 

資源の分別収集品目を追加

する 廃棄物対策室 
一般廃棄物処理基

本計画（ごみ処理）        

一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理）

を策定する。 
○          

環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

イベントの中でフリーマーケットや

不要品の交換会を行う。             
○          

フリーマーケットや不用品

交換会を行う 

  

市民参画協働室 市民活動広報事業 フリーマーケットを行う団体の紹介 ○ → → → → 
照会件数なし。市民協働センターにおけるガレージセール（不用品交換）

を検討しました。 

市民団体等による資源回収

活動の支援を行う 廃棄物対策室 
再生資源集団回収

報奨金 

市民団体による、資源回収量に応じ

て報奨金の交付を行っている。 
○ → → → → 

市民団体による、資源回収活動の支援として、回収量に応じて報奨金の

交付を行っています。（登録団体数９９（活動団体数４３）、回収量３７

７，０８６Ｋｇ、交付金額２，０５０,４３２円） 

販売店による資源等の店頭

回収を促進する 
廃棄物対策室        ▲      

リターナブルびんなど再使

用可能な製品の普及、リサイ

クルしやすい製品の製造・普

及などを促進する 

廃棄物対策室        ▲      

契約調達室 
物品購入（グリー

ン購入） 

環境に配慮した物品の調達を推進

し、率先行動を実施する。 
○ → → → → グリーン購入方針に基づき、対象物品の購入を推進しました。 

グリーン購入の普及促進と

製品に関する情報提供によ

り、再生品利用を促進する 
廃棄物対策室 

グリーン購入推進

事業 
     ▲      

建築住宅室 
公共建築物の建設

及び維持修繕 

公共建築物の建設及び維持修繕の設

計、技術援助等の中での使用を推進

する。 

○ → → → → 
設計書内に使用可能なリサイクル材（再生砕石、再生アスファルト）を

明記し、使用の推進を図りました。（現在のリサイクル品目数：２品目）

公共工事で発生する建設副

産物等の再生利用、リサイク

ル資材・商品廃材等の使用を

進める 

  環境森林保全室 林道維持管理業務 
工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
○ → → → → 

設計書内の仕様書に使用可能なリサイクル材を明記し、使用の推進を図

りました。（現在のリサイクル品目数：３品目） 
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下水道室 
南部地区農業集落

排水整備事業 

工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
○ → → → → 

公共工事におけるリサイクル資材の活用を図りました。平成１８年度は、

指定した８品目中３品目を使用しました。 

上水道室 
亀山配水池計装電

気設備改良工事 

工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
○ → → → → 施行業者の指導により実施しました。 

まちづくり推進

室 

自然の森公園整備

事業 

工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
○ → → → → 

のぼのの森整備工事で、リサイクル製品・資材を使用しました。（砕石、

コンクリート側溝等） 

まちづくり保全

室 

市単道路修繕工事

等 

工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
  ○ → →  

  

まちづくり整備

室 
道路新設改良事業 

工事におけるリサイクル製品の使用

を促進する。 
○ → → → → 

改良工事と維持修繕工事で公共工事においてリサイクル製品・資材を使

用しました。アスファルト合材、砕石、コンクリート側溝二次製品につ

いては、ほぼすべてにリサイクル製品を使用しました。 

溶融スラグについては、道路

や砂場などへの活用方法を

検討する 

廃棄物対策室 
溶融炉運転管理業

務委託 

スラグのＪＩＳ化の動きにあわせて

埋設のクッション材、コンクリート

の細骨材等への利用を検討する。 

 △ →   

スラグのＪＩＳ化(平成１８年７月)を受け、埋設のクッション材、コン

クリートの細骨材等への利用及び品質管理（平成１９年度より予定）に

ついて検討しました。 

排出された不用物の修理・有

効利用を行う施設の整備を

推進する 

廃棄物対策室 旧焼却炉解体事業 
修理等行う施設の整備・運営を検討

する。 
 △       １０月２３日、環境省で補助金の打ち合わせをしました。 

市主催のイベント時などに

デポジット制を導入し、容器

回収と環境意識の醸成を図

る 

行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

エコイベント推進員会（年３回）を

開催し、エコイベントマニュアルを

作成・見直す。 

○ → → → → 
８月及び平成１９年２月の２回エコイベント推進員会を実施し、成果の

検証を行ったり、具体的なマニュアルの変更を行いました。 
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ごみの適正処理の推進 

 ④不法投棄の防止 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境森林保全室 不法投棄監視事業 
必要な場所や要望に応じて監視カメ

ラを設置する。 
○ → → → → 

新たな不法投棄を抑止するため、２台のカメラを新設しました。（合計３

８台） 

環境森林保全室 環境パトロール 

巡回パトロールを行い、ポイ捨てご

みの回収や、不法投棄の適正な処理

に努める。 

○ → → → → 

地域の環境保全のため、巡回パトロールを行い、ポイ捨てごみの回収や、

不法投棄の適正な処理に努めました。（パトロール回数９６回、回収量１

７，４９０キロ） 

予防室 
（１）危険物の規

制に関すること 

危険物施設 361施設を中心に年間 30

施設程度（最低ライン 20）の特別査

察を実施する。 

○      

予防室 
（１）危険物の規

制に関すること 

設置後 30 年を経過した危険物施設

の立入検査を実施する。（平成 19 年

度までに 42 施設） 

 ○ →   危険物施設の立入検査を２９施設で実施しました。 

市民や道路管理者、近隣自治

体との連携、不法投棄監視シ

ステムの拡充などにより、不

法投棄監視体制の強化を図

る 

  

  

  

  

情報計画統計室 
地図情報システム

整備調査研究 

地理情報システム（ＧＩＳ）を導入

する。 
△ → → → ○ 

県下全市町と県との共同でデジタル地図の導入を決定し、事業主体を県

自治会館組合とし、７月に空中写真を、１９年２月にデジタル地図作成

作業に着手しました。 

まちづくり保全

室 
道路ふれあい月間 

自治会参加による市内道路の一斉清

掃を実施する。 
○ → → → → ８月６日に約１万人が参加して実施しました。 

環境森林保全室 環境パトロール 

巡回パトロールを行い、ポイ捨てご

みの回収や、監視カメラによる不法

投棄を監視し、不法投棄の適正な処

理に努める。 

○ → → → → 

新たな不法投棄を抑止するため、２台のカメラを新設しました。（合計３

８台）また、地域の環境保全のため、巡回パトロールを行い、ポイ捨て

ごみの回収や、不法投棄の適正な処理に努めました。（パトロール回数９

６回、回収量１７，４９０キロ） 

国道や林道などのクリーン

作戦等の美化運動を推進す

る 

 

 

 

環境保全対策室 
亀山市地区衛生組

織連合会 

クリーン作戦、市内一斉清掃、環境

美化パトロールを実施する。 
○ → → → → 

７月８日に国道１号鈴鹿峠各所（新所交差点以西）及び河川敷きを約６

００人が参加し、国土交通省と共催でクリーン作戦を実施しました。 

１１月１２日に１５１自治会が市内一斉清掃を実施しました。平成１９

年２月１３日～２３日に地区衛生組織連合会環境指導員により環境美化

パトロールを実施しました。 
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まちづくり保全

室 

鈴鹿川クリーン作

戦 

鈴鹿川の清掃(国交省主催)に参加す

る。 
○ → → → → 

１０月１４日川と海のクリーン作戦に参加要請し、市内企業など約２０

０人の参加がありました。 

まちをきれいにする条例の

周知及び罰則規定等の強化

により、不法投棄の防止に努

める 

環境森林保全室 不法投棄監視事業 

亀山市地区衛生組織連合会で、不法

投棄早期発見のための講習会(年 1

回)、産業廃棄物に係る立入検査員に

対して講習会を実施する。(年 1 回) 

 ○ →   
１０月１７日に不法投棄の講習会１回、１０月２６、２７日に立入検査

員の講習会を全３回開催しました。 

 

 

 ⑤屋外焼却・自家焼却の抑制 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 環境保全一般 苦情がある都度、指導を行う。 ○ → → → → 

野焼き禁止の指導を３３件行いました。平成１８年１２月に「野焼き禁

止」の広報掲載及び文字情報番組放送しました。「野焼き禁止」について、

ホームページに継続して掲載しました。 

亀山消防署 

防火診断､枯草等

の調査及び防火指

導に関すること。 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに 20地区） 

○ → → →   

秋季火災予防運動期間中の１１月１１日,１２日の両日に、みずきが丘で

２５４世帯を対象に、また春季火災予防運動期間中の１９年３月３日、

４日の両日に、みずきが丘(秋季の継続)で１０６世帯、川合町(新道自治

会、メープル川合自治会、山田自治会)で１１６世帯を対象にそれぞれ実

施しました。 

焼却行為による環境への影

響や法規制に関する情報提

供を行い、焼却自粛に対する

協力の呼びかけを行う 

  

  

関消防署 

防火診断、枯草等

の調査及び防火指

導の実施 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに関町全地区） 

○ → → →   

１１月１１日・１２日に関町加太地区(板屋、梶ヶ坂、神武)で１２４世

帯、1９年３月３日・４日に関町加太地区(向井、市場)で１２８世帯にお

いて一般家庭防火診断を実施し、火災予防に対する啓発を行いました。 

環境森林保全室 環境パトロール 
環境パトロール（林道ﾊﾟﾄﾛｰﾙを含む）

によって指導を行う。 
○ → → → → 環境パトロールで野焼きを指導しました。(１回) 

違法な焼却行為に対しては、

指導を行う 

  

  

亀山消防署 

防火診断､枯草等

の調査及び防火指

導に関すること。 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに 20地区） 

○ → → →   

秋季火災予防運動期間中の１１月１１日,１２日の両日に、みずきが丘で

２５４世帯を対象に、また春季火災予防運動期間中の１９年３月３日、

４日の両日に、みずきが丘(秋季の継続)で１０６世帯、川合町(新道自治

会、メープル川合自治会、山田自治会)で１１６世帯を対象にそれぞれ実

施しました。 
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関消防署 

防火診断、枯草等

の調査及び防火指

導の実施 

一般家庭防火診断を実施し、火災予

防に対する啓発を行う。（平成 20 年

までに関町全地区） 

○ → → →   

１１月１１日・１２日に関町加太地区(板屋、梶ヶ坂、神武)で１２４世

帯、1９年３月３日・４日に関町加太地区(向井、市場)で１２８世帯にお

いて一般家庭防火診断を実施し、火災予防に対する啓発を行いました。 

 

 

 地球規模の環境問題への対応 

 ⑥環境負荷の少ない社会の形成 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境にやさしい製品や行動

の紹介など、環境に配慮した

生活様式の定着を促す 

廃棄物対策室        ▲      

行政の率先行動の実施及び

取り組みを紹介する 行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

亀山市の環境、広報、ホームページ

等を利用して紹介する。 
○ → → → → ７月７日～１２日ＣＴＶで「クールビズ」を紹介しました。 

国や県の環境家計簿の家庭

への普及を促進する 環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

ごみカレンダーに環境家計簿を掲載

する。 
○ → → →   ごみカレンダーに環境家計簿を掲載しました。 

行政改革室 

ＩＳＯ１４００１

環境マネジメント

システム推進事業 

ホームページによる情報提供、ＥＭ

Ｓ導入相談、率先事例の紹介などを

行う。 

○ → →     
ホームページでＩＳＯ１４００１、エコアクション 21等を照会していま

す。また、７月７日～１２日ＣＴＶで「クールビズ」を紹介しました。 

産業・観光振興

室 

中小商業レベルア

ップ事業 

市内中小商業者を対象とした研修会

にてミームス推進について説明す

る。 

○          

事業者の ISO14001 や県の小

規模事業所向けＥＭＳ（Ｍ－

ＥＭＳ）など環境管理システ

ムの構築支援を行う 

環境保全対策室        ▲      

低公害車の普及を促進する 財務室 公用車の管理   ○          



 

-
1
2
2
-

財務室 公用車の管理 

公用車（特殊業務使用車を除く。）の

うち、軽自動車、小型貨物、小型及

び普通乗用車について、３０台を低

公害車に買い替える。（新規購入含

む。） 

△ → ○ → → 
低公害車１４台の購入予算の議決を得ました。（買い替え１０台、新規４

台、計１４台） 

環境保全対策室 環境保全一般 
広報、ホームページ等を利用して啓

発する。 
○ → → → → ホームページに継続して掲載しています。 

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
 △ ○ →   行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。 

公共交通機関の利用を促進

する 
産業・観光振興

室 

新地域生活交通再

編事業 

 

鉄道利用を促進すべく、沿線自治体

等と連携し、利用促進活動を実施す

る。 

○ → → → → 

県・沿線自治体と連携を図り、ＪＲ東海及び西日本へ要望や利用促進活

動（車内 PR ポスター作成、沿線探訪ツアー（伊賀市）開催支援等）を実

施しました。 

  

産業・観光振興

室 

新地域生活交通再

編事業  

市内バス路線の再編を図るべく、バ

ス検討委員会を開催し、効率的・効

果的な路線形態等のあり方について

検討する。 

△ → → →   

亀山市バス等検討委員会での見直し検討が完了し、検討報告を取りまと

めました。さらに、市民代表を含む関係者で組織する亀山市地域公共交

通会議を設置し、事業化に向けた具体的協議の段階まで進捗を図りまし

た。 

  

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
 △ ○ →   行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。 

輸送エネルギーの少ない地

産地消を促進する 
農政室 地産地消の推進 

亀の市、ｱｸﾞﾘｷｬﾝﾊﾟｽ 21 等を支援す

る。 
○ → → → → 

亀の市、アグリキャンパス２１に対し、市内各種イベント参加要請を行

い、地産地消の推進を図りました。 

 

 

 ⑦新たなエネルギーの活用 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

企画経営室 新エネルギー関係 新エネルギービジョンを策定する。     △ ○   
太陽光発電や風力発電など

自然エネルギーの公共施設

への導入を進める 

  

  環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
  △ ○ →  行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。 
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教育総務室 

小学校施設建築、

面積状況及び統計

調査 

環境に配慮した西小学校新校舎を完

成させる。 
○         

教育総務室 

小学校施設建築、

面積状況及び統計

調査 

改築事業時に自然エネルギー導入す

る。 
    ▲     

  

  

建築住宅室 
公共建築物の建設

及び維持修繕 

施設担当課が事業化するとき技術援

助する。 
○ → → → → 平成１８年度は太陽光発電設置などの案件はありませんでした。 

企画経営室 新エネルギー関係 
家庭用新エネルギー普及支援事業費

補助金によって普及を図る。 
△ ○ → → → 

家庭用新エネルギー普及支援事業費補助金の交付に向け要綱を策定し、

６月１日より補助金の交付申請を受付開始しました。家庭用太陽光発電

システム２３基、エコキュート１３基に補助金を交付し、８１．４ＫＷ

の新エネルギーが導入されました。 

各家庭や事業所への太陽光

発電の導入支援を進める 

  

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
  △ ○ →  行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。 

企画経営室 新エネルギー関係 新エネルギービジョンを策定する。     △ ○   
工場排熱など未利用エネル

ギーの活用を促進する 

  

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
  △ ○ →  行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。 

農政室         ▲     
有機性廃棄物や間伐材など

バイオマス資源の有効活用

に関する調査研究を進める 
廃棄物対策室         ▲     

総合環境センターの溶融炉

から排出される廃熱につい

ては、温室や暖房、コンポス

ト製造への活用など、地域還

元を進める 

廃棄物対策室 
廃熱利用温水供給

施設建設事業 
溶融炉の廃熱利用を検討する。   △      

溶融炉運転管理委託業者も交え、小規模実験（平成１９年度開始予定）

を検討しました。 
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 ⑧健全な水循環の確保 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境森林保全室 森林環境創造事業 
森林の持つ公益的機能を効率的に発

揮させるため、環境林を整備する。 
○ → → → → 

８認定地区９７．５５haで事業を実施し、水源涵養、土砂流失の防止を

図りました。（累計４１３．９７ha） 

環境森林保全室 
海と森林を結ぶ交

流事業 

鈴鹿川流域及び伊勢湾の環境を保全

するため、川上、川下の住民が協力

して森林再生に向けての森づくりや

海の環境美化を進める活動を行う。 

○ → → → → 

４月２２日、８月５日に交流事業を実施しました。４月２２日は、漁協

側が市内加太地区の手入れされた森林と手入れされていない森林を見学

することにより、森林管理の重要性を認識し、８月５日は、加太小５・

６年生で組織する｢みどりの少年隊｣を含む森林組合側が、伊勢湾の底引

き網による魚とゴミ、セントレア近くのヘドロの説明を受け、川を介し

て森林と海が繋がっていることを認識しました。 

森林や農地等の適正管理を

促進し、水源かん養機能の確

保に努める 

  

  

農政室 
中山間地域等直接

支払事業 

集落協定による耕作放棄農地の発生

防止等の活動に対し交付金を交付す

る。 

○ → → → → 

中山間地域等直接支払い制度（Ｈ１７～Ｈ２１）を活用し、集落協定に

よる耕作放棄農地の発生防止等の活動に対し交付金を交付しました。 

平成１７年度 １１集落 農地面積 Ａ＝４５．６７ha 

節水意識の高揚に努める 

上水道室 広報活動 

「水道週間」に合わせて市広報で節

水を呼びかけ、市役所等にて蛇口パ

ッキンの無料配布及び高齢者宅水道

診断を実施する。 

○ → → → → 

６月１日～７日までの「水道週間」に合わせ、市広報で節水を呼びかけ、

６月５日～９日の間、市役所等にて蛇口パッキンの無料配布を行いまし

た。 

雨水貯留タンクや透水施設

の設置促進などにより、雨水

の有効利用や洪水被害の軽

減に努める 

まちづくり整備

室 

治水及び砂防に関

すること 

１ha以下の開発行為による宅地造成

事業においても洪水発生の恐れのあ

る場合は、雨水調整施設の設置を指

導する。 

○ → → → → 

法的には１ha 以上の開発行為による宅地造成事業においては調整池の

設置が義務つけられていますが、本市ではそれ以下の面積であっても雨

水計算の確認を行い、洪水発生の恐れのある場合は、雨水調整施設の設

置を指導しました。 
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 ⑨国際的意識の形成 

スケジュール 

施策（目的） 担当室 事業 実施事項（目標） 
17 18 19 20 

21

以

降 

平成１８年度実績 

環境保全対策室 
総合環境研究セン

ター事業 

環境市民大学及び大学院を開講す

る。 
○ →       

第２期環境市民大学を平成１８年９月～１９年１月の計５回開講し、６

４名（延べ２１０名）が受講しました。 

酸性雨、オゾン層の破壊、砂

漠化の進行、野生生物種の減

少など地球規模の環境問題

に関する情報提供に努め、地

球環境の悪化を防止する意

識の向上を図る 

環境森林保全室 

地球温暖化防止対

策地域推進計画策

定事業 

地球温暖化防止地域推進計画を策定

する。 
  △ ○ →   行政改革室・企画経営室他と打ち合わせをし、方向性を検討しました。

 

 


